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基本的なファイル共有と 
データ交換 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
企業内の Civil 3D による 
共同設計 ✓ ✓ ✓
複数企業間の Civil 3D による
共同設計 ✓ ✓ ✓
バージョン管理とファイル比較 ✓
レビュー/承認ワークフロー ✓
会社 PC またはモバイルから 
指摘事項とマークアップを管理 ✓
1 つのリポジトリでデータを 
一元管理 ✓ ✓ ✓ ✓

Civil 3D での共同設計をソリューション別に比較

Civil3D での共同設計を強化する機能：
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A.  基本的なファイル共有とデータ交換：設計図やモデルを読み取
り/書き込み可能な形で共有したり、フォルダ/プロジェクト レベ
ルでユーザー権限を設定することができます。

B.  クラウドベースで設計ファイルやデータを参照：同じオフィスに
いるチームから、遠隔地にいるチーム、会社のファイアウォール
外部にいる協力会社まで、リアルタイムでコラボレーションしな
がら設計プロセスを進めることができます。

C.  バージョン管理とファイル比較：設計ファイルの前バージョンに
いつでもアクセスできます。また、繰り返し変更されたファイルや
シート レイアウトを横並びまたは重ね合わせて表示し、設計の
変更を追跡することができます。

D.  レビュー/承認ワークフロー：承認ワークフローを定義し、ドキュメン
トのステータスを管理できます。

E.  オフィス PC やモバイルから指摘事項を特定し、マークアップを作
成：主任やプロジェクト マネージャーなどを含む広範な関係者が設
計の進捗を確認し、大きな変更を把握できるようになります。

F.   プロジェクト ライフサイクル全体のデータを 1 つのリポジトリで一元
管理：プロジェクト ライフサイクル全体を通じてデータの連携を維
持することで、エラーが減り、責任の所在が明確になり、プロジェクト 
デリバリーが加速します。 

エンジニアリング会社がプロジェクトを加速させて利益を拡大するためには、設計作業を 
うまく調整し、プロジェクト納期を守り、レビュー サイクルを効率的に実施するうえで最適な
方法が必要です。適切な共同設計 ツールを導入すれば、対応業務の幅を広げ、プロジェクト 
チームの共同設計を促進し、厳しい納期を守りながら、さらに大きな成果を上げることが可
能になります。

Civil 3D の共同作業に 
最適なソリューションを 
お選びください
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*

* BIM 360 Design にはドキュメント管理モジュール、管理者モジュール、その他 BIM 360 Docs のさまざまなモジュールが搭載されています。



共同設計ソリューションの価格を比較してみましょう

サーバーベースのアプリケーションの設定と維持には費用と時間がかかるうえ、モバイル デバイスでマーク
アップや指摘事項管理、設計レビューする機能はありません。

また、データとワークフローを一元管理できない非連携型ソリューションの場合、データの移動が必要な場
合に問題が発生して生産性が損なわれたり1、建築・建設プロジェクトの複雑なライフサイクルに対応できな
いこともあります。

さまざまに異なるソリューションを複数使用すると、こうした手間が生じます。費用のかさむ遅延や手戻り作
業をなくし、最大限に効率化して対応業務の幅を広げましょう。

短期的に見れば、FTP サイトは便利に見えるかもしれません。また、既存のローカル サーバーにプロジェクト
の設計ファイルを保存するほうが安価に感じるかもしれません。

しかし、BIM 360 Design は業界で唯一の、Civil 3D と Revit 向けのクラウドベースの共同設計 ソリュ
ーションです。異なる分野や企業の壁を超えて共同設計を行うことが可能になります。BIM 360 Design 
は、変更内容を可視化する機能、指摘事項とコメントの管理機能、モバイル デバイスでのマークアップ機能な
ど、プロジェクトチームに包括的なソリューションを提供します。プロジェクト ライフサイクル全体を通じて設
計データを一元管理することが可能になります。

Vault をお使いで 
すか？
Vault は設計データを安全に管
理するオンプレミスソリューショ
ンです。BIM 360 Design は社
内外のプロジェクト メンバーとコ
ラボレーション可能なクラウド 
ソリューションです。

詳細はこちら >

BIM 360 Design 
と Revit をご利用
の方へ
Revit はインフラ プロジェクト
に役立つソフトウェアです。Civil 
3D から BIM 360 にアクセス
することもできるようになりまし
た。BIM 360 Design の拡張
機能によって、Revit ユーザーと 
Civil 3D ユーザーの連携が実現
します。

詳細はこちら >

リソース（英語）：
1. https://www.forbes.com/sites/benkepes/2014/06/20/death-by-1000-apps-the-truth-behind-cloud-application-ecosystems/#4957cca130b9
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ハードウェアの費用 $ $ $ –
ハードウェアのセット
アップ – 人件費 $ $ $ –

毎週のメンテナンス –  
人件費 $ $ $ –

サーバー ソフトウェ
アのライセンス購入 $ $ $ –

ソリューション  
ソフトウェアの 
ライセンス購入

$ $ $ $
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BIM 360 Design があれば、Civil 3D と Revit でいつでもど
こでもコラボレーションすることが可能になります。 
詳細は www.autodesk.co.jp/products/bim-360-design/
overview をご覧ください。
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https://www.autodesk.co.jp/products/vault/overview
https://knowledge.autodesk.com/ja/support/revit-products/learn-explore/caas/CloudHelp/cloudhelp/2019/JPN/Revit-Collaborate/files/GUID-C7A92F0C-39FE-4CCF-B0BE-6F1F6067E2B9-htm.html
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